
仕 様 書

１業務名 デジタル複合機の賃貸借

２契約期間 契約の日から令和 12 年 6 月 30 日まで

賃貸借期間 令和 7年 7月 1日から令和 12 年 6 月 30 日まで（60 ヶ月）

（地方自治法に基づく長期継続契約）

３機器性能、規格等

別紙「機器仕様書」に示す性能、規格等の条件を満たすものであること。

４納入場所と数量

５入札金額について

（１）入札金額は、複合機の賃貸借料金及びカウンター料金の月額の合計とすること。

（２）複合機の賃貸借料金は対象機器を５年間（60 ヶ月）賃貸借した場合の「月額料金」

を税抜きで算出し、別紙入札書の入札金額内訳書に記載すること。

（３）複合機のカウンター料金は、各納入部署におけるモノクロ、フルカラーの月間使

用予定枚数を考慮し、「印刷単価」を定め、別紙入札書の入札金額内訳書に記載す

ること。

（４）入札書の入札金額内訳書に記載したモノクロ、フルカラーのカウンター料金の「印

刷単価」は契約単価とし、契約期間中の変更は認めないものとする。

（５）入札金額内訳書の複合機の賃貸借料金の「月額料金」は、下記表の月額料金上限

の金額以内で記載すること。

（６） 入札金額内訳書の複合機のカウンター料金の「印刷単価」は、下記表の印刷単価

設置場所名 所在地 台数

葛城市役所新庄庁舎介護保険課 葛城市柿本 166 番地 １

葛城市クリーンセンター 葛城市當麻 120 番地 １

葛城市二上山ふるさと公園 葛城市新在家 492 番地 1 １

納 入 部 署 数 量 月額料金上限

葛城市クリーンセンタ－ １台 8,400 円

葛城市二上山ふるさと公園 １台 8,400 円

葛城市新庄庁舎介護保険課 １台 11,700 円

小 計 ３台 28,500 円



上限の金額以内で記載すること。

（７）入札金額には機器の搬入、据付、調整、既設機器の撤去（必要な場合）、入れ替え

にかかる費用、機器使用料等を含めること。

（８）カウンター料金には、メンテナンスにかかる技術員の基本料、出張費、部品・トナ

ー等の消耗品（用紙・ステーブル針は除く）その他諸経費等を含めること。

（９）契約満了後の機器については、無償譲渡すること。なお、固定資産税は非課税と

する。

６保守サービス等の条件

（１）市が複合機を常時正常な状態で使用することができるように、必要に応じ技術員

を設置場所に派遣して点検及び調整を行い、機能等について使用部署へ必要な指

導及び助言を行うこと。

（２）故障の連絡を受けた際は、迅速かつ適切に対応すること。

（３）使用済み消耗品、不要部品等は交換を行った当日に持ち帰ること。

（４）機械の保守点検及び修理において、テストプリントを行った際に使用した枚数は、

1ヶ月の使用枚数から除くものとする。

（５）保守に係る費用はカウンター料金に含め、各設置場所ごとに分けて算出および請

求を行うこと。

（６）葛城市役所新庄庁舎介護保険課に設置する複合機について介護認定支援システム

（RIOS-SIGNA 介護）との接続を行うこと。また今後システム入れ替えの際にも同

システムへの接続を行うこと。

７その他

（１）複合機に必要となる消耗品等を円滑に供給すること。

（２）複合機を令和 7年 7月 1日に正常に稼動できるように設置すること。

（３）既設機器の設置業者と連絡調整のうえ、責任をもって機器の入れ替えを行うこと。

（４）設置及び初期設定（複合機の IP アドレス、FAX 短縮番号登録、操作者カードの設

定その他使用するに当たって必要となる作業）にかかる費用を負担すること。

（５）複合機のメーカーについては国内メーカーに限るものとします。

（６）落札後、入札書に記載された入札金額に消費税及び地方消費税を加算した金額を

納 入 部 署 印刷種別
月間使用

予定枚数
印刷単価上限

葛城市クリーンセンタ－
モノクロ 900 枚 3.0 円

フルカラ― 160 枚 11.0 円

葛城市二上山ふるさと公園
モノクロ 600 枚 3.0 円

フルカラ― 25 枚 11.0 円

葛城市新庄庁舎介護保険課 モノクロ 8,000 枚 1.5 円



月額とし、契約を締結するものとします。

（７）カウンター料金については、落札した業者が入札書に記載したカウンター料金の

単価に使用した枚数を乗じた金額に消費税及び地方消費税を加算した金額を月ご

との請求額とし、１円未満の端数がある場合はその端数金額を切り捨てるものと

します。

（８）適正な請求書を受領後、30 日以内に口座振込により支払います。

（９）この契約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条の３に基づく長

期継続契約であるため、この契約の締結の日の属する年度の翌年度以降において、

当該契約にかかる葛城市の歳出予算の減額又は削除があった場合は、この契約を

変更し、又は解除することがあります。

（10）仕様書に定めのない事項については市と別途協議すること。


